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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 当社は、最近の業績を踏まえ、平成28年５月13日に公表しました平成29年３月

期連結業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想の修正について 

（１）平成 29 年３月期連結業績予想数値の修正 

（平成 28 年４月１日～平成 29 年３月 31 日） 

（単位：百万円） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する

当期純利益 

一株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 800 △180 △180 △190 △28 円 14 銭 

今回修正予想（Ｂ） 741 △1,156 △1,170 △2,094 △287 円 52 銭 

増減額（Ｂ－Ａ） △59 △976 △990 △1,904  

増減率（％） △7 - - -  

前期実績（Ｃ） 

（平成 28 年３月期） 
717 △75 △81 △31 △4 円 86 銭 

増減額（Ｂ－Ｃ） +24 △1,081 △1,089 △2,063  

 

（２）修正理由 

  売上高につきましては、診断・試薬事業において、牛海綿状脳症測定キッ

トの販売において、検査対象の減少等の影響により、大幅に減少したもの

の、受託サービス及び抗体販売の売上が大幅に増加したため、予想を上回る

結果となりました。しかしながら、遺伝子組換えカイコ事業において、大手

体外診断用医薬品企業の開発費縮小等により、抗体作製受託サービスの売上

が、予想を下回る結果となりました。また、検査事業における、血中リポタ

ンパク質分画の詳細プロファイリングデータを解析する受託サービス

（LipoSEARCH）は、海外の学会展示によるプロモーション活動を積極的に展

開し、大幅に売上高は増加となりましたが、国内における大型案件が減少し
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た結果、予想を下回る結果となりました。さらに、化粧品関連事業につきま

しては、化粧品原料「ネオシルク・ヒトコラーゲン」及びネオシルク・ヒト

コラーゲン配合化粧品「フレヴァンシリーズ」の引き合いは、増加している

ものの売上計上に至らず、予想を下回る結果となりました。上記の結果、売

上高は当初公表した業績予想を下回る結果となりました。 

営業利益につきましては、当第２四半期より稼動している前橋研究所の使

用用途において、遺伝子組換えカイコの繭から産出されるフィブリノゲンや

ＨＩＶ治療薬をはじめ医薬品原料シーズの研究開発項目の増加等により、研

究開発拠点としての意味合いが増加したため、当期末において、同施設で資

産計上していた設備等を研究開発費として941,704千円を一括計上することと

致しました。 

経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、本日発表

致しました「営業外費用及び特別損失の計上に関するお知らせ」及び「連結

子会社におけるのれんの減損及び株式の減損並びに固定資産の減損の処理に

よる特別損失計上に関するお知らせ」並びに「当社における固定資産の減損

の処理による特別損失計上に関するお知らせ」のとおり、営業外費用及び特

別損失を計上致しました。 

当社グループの利益は、マイナスとなっておりますが、遺伝子組換えカイ

コを用いた医薬品の実用化を目指し、人員の増強やパイロットプラント（前

橋研究所）における研究開発を積極的に行っていることによるものです。ま

た、今後も引き続き遺伝子組換えカイコを用いた医薬品原料の研究開発に投

資して参ります。 

なお、平成29年３月期連結貸借対照表における、現金及び預金の残高は、

2,574,252千円となっております。 

   

(注) 上記の予想は現時点において入手可能な情報に基づき算出したものであ

り、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、今後の様々な

要因により上記予想数値と異なる場合があります。 

 

 以上    


